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奈良市のあゆみ-市制 10 0 ~ 
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環
と
し
で
-
u
o

g

u

f

i

l

m

s

-

と
を

5
月
四
日
日
午
後
:
随
時

t

-

X

1

・2?

a
m
L
ぴ
の
M
・
A
・
戸
町
}

・
闘

い
-
e
b
管

筒
貧
泡
k
n
4
m
a
A育

会
合
震
の
中
村
‘

さ

ん

A
e

1
2

2

へ

-
軍
象
胞
の

neさ
ん
の
舗
い

『と
も
だ
ち
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句
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サ
ト

ア
ジ
ア
の
F
ど
も
た
匂
の
た
め

の
A7・
Y

リ
晶
7
4
1
コ
シ
守
t
b
e

聞
e
g
す

S

5

2

日

午

後

A

av聞

-m
'さ
』
争

史
.
文
化

セ
ン
'
I
R
a
m
k
開

r日】

・
2

t

?

z

z

子
ど
も
z
t
υ
-
-
7
7
守

V
鋤
阿

・
・
し
込
み
闘
い
倫

E

市

2

2

E

S

暢

t
i
-
-f
 

ち
へ-「

n
u
臨
ん
忽
安
田
コ
1
ラ

ス
の
鍋
い
」
幽
喝
団
体
.
繍

-
イ
l
-ア
ス
ハ
ン
ソ
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憎
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岡
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取
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取
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取
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取
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績
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岡
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の
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す
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年
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受
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険
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し
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守
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i
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健康のコーナー
予防鍍祖
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鍾料盆'"酬です. 185021". 
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ときL

山 s月日開昨日~酢 H
こる…保健，="'- .，吋.ーωa以上何
人 同し抽.，.1闘で削柑れ

か5だの悩みよろ守相政
"巨人保健lU:.づ〈成人健康相禄}

とこる一時計ド H得 柑以ょ

の人 惨剛し帥…闘で市{川健康輔

現、

腕がん検惨

.I>'Aの虻判制蜘L"'1:1" 
将来町がんががんによる死亡の l位告

白めるもの企予忽されます.

..一度".がん検.，受" 早期活見

L 健康1:!fめま Lょう.

-と曹 とこる一刊 ・糟 ー帽比

の人 IIHflJ除" ・制盆 レ〆トゲJ
iIIt!"'...U :!OOf'I.耐の値....¥t.l・
2・の尉"さらi引制{肉閥的1刷}
たれ噛批団制緩間rt~!県民

量.，孟..<のみ {目・し込み陶1:<1'L幽

" ・軌 跡 …闘で5112¥l1lまでじ
l官問削叫盟^，

昨年 四地即日日 rO - 157J~ I3;凶とする問即時叩

各県で多発し 積曹を広げています食。宥ンヌンをむ伽え正しい予防去を身にコヲて隻0・
に泊目怒し、ょう主主憲をしき彦しsヨ 食中・閉U 際買帥『渦瀦JrA剖『加..た"冷却jです.

①飼理の前によ〈予を茂いまし4う

②食品の加熱闘は i叫毎日十分川出しま

しょう

⑤冷麓周障を過信せず 調理伎はできるfげ早〈食べ

るようにしましょう

⑥調理.具は食倒ごとに.剤でよ〈君主い 然海消毒

が"切です

~家厳守るみで手bたいめ齢符左 →十分6僧穫をとり

a長鉄暴.をさけ 常に健康管理じっとのましιう
⑥万 .‘ 陛"下痢亀与の症状を示Lf:場合
" 自己惨娠をぜず速やか6医師の.察，受け
その指示に縫ってくだ;きい.
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